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【はじめに】カーボンナノチューブ(CNT)薄膜を陰極としてアルゴン(Ar)雰囲気下で火花放電を発

生させると，CNT薄膜から CNTが剥離し，電極間にフィラメント状の CNT束が架橋する[1]。こ

の現象は，CNT を用いた様々な配線センサ，ケーブルへの応用のための CNT の紡績に利用でき

る可能性がある。我々はこれまで，平面電極を用いて CNTフィラメントを形成していたが，電極

の片側を針形状にすると放電がこの針先端に集中し，より高効率な CNTフィラメント形成が行え

る可能性がある。そこで本研究では，陽極にタングステン針を用い，CNT薄膜との間で気体放電

を発生させたときに形成される CNTフィラメントの形態を調べた。 

【実験】 タングステン線（φ0.15 mm）を水酸化ナトリウム水溶液で電解研磨エッチングしてタ

ングステン針電極を作製した。これと対向させる CNT 薄膜形成電極は，熱 CVD 法で生成した

CNTをマット状に成形し，これをステンレス板に押圧することで作製した。タングステン針電極

を陽極，CNT 薄膜形成電極を陰極とし，両者の間隔が約 1.0 mm となるように放電実験装置内に

設置した。装置内を真空排気後，Arを 1.0×105 Paまで導入し，電極間に直流電圧を印加すること

で火花放電を生じさせ，電極間の様子を観察した。 

【結果と考察】放電前，放電中および放電後の電極間の様子をそれぞれ Fig. 1 (a) ~ (c)に示す。電

極間に火花放電が生じることで，陰極表面のマット状 CNT から CNT束が多数剥離する様子が確

認された。このとき剥離した多数の CNT束は針電極などの陽極側に付着し，フィラメント状に伸

びてゆく様子が確認された。最終的に針電極と対向電極間がこのフィラメントで短絡された。放

電により基板から剥離した CNT 束は，陰極から反発して陽極側に向かってゆく様子が確認され，

これは放電により CNT束が帯電することを示唆している。これらが陽極側に到達するとともに多

数連結し，フィラメント状の集合体が形成されたと考えられる。これを適切に制御できれば，CNT

紡績に応用できると考えられる。 
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Fig.1. Photographs of electrodes (a) before, (b) during and (c) after gas discharge breakdown. 
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